
　

方

も

あ

っ
た
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鰯
霊
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回
避
圏
犠

舎談
就鱗
騒
雛

　

　

　

　

　

　
　

霊墓園聾唖醗酵潮騒墓踊躍，る
な て 染，東 用
見．い 拡 京 に

　

う イ 首 都 と る 犬 を さ

　
　
　

　

て
い
る
こ
と
に
焦
り
の
色
を
濃
く
し

　

て
い
る
。
東
京
都
な
ど
へ
の

「ま
ん

３
度
目
と
な
る
宣
言
発
令
を
何
と
か

　

　　
　
　
　

回
避
し
た
い
考
え
だ
。

八
本
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記
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〉

「
強
い
警
戒
感
を
持
っ
て
状

　

　
　
　

体
と
緊
密
に
連
携
を
し
て
対
応
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な
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み
律

締
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
動
き

し
て
い
く
」
・
加
藤
官
房
長
官
‐
リ
ン
ビ
ッ
ク
前
に
緊
急
事
態
宣

は
８
日
の
記
者
会
見
で
、
そ
う

富
発
令
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
，

強
調
し
た
。
東
京
の
新
規
感
染

う
最
悪
の
事
態
を
避
け
た
い
と

者
数
は
７
日
、

‐５
５
５
人
と
な

い
う
点
で
、
政
府
と
都
の
思
惑

り
、
５
０
０
人
の
大
台
に
乗
っ

は

一
致
し
て
い
た
。
都
幹
部
は

た
。
８
日
も
５
４
５
人
を
記
録

「政
府
が
重
点
措
置
の
適
用
を

し
、高
止
ま
り
の
状
態
が
続
く
。
急
い
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
事

先
月
２２
日
の
宣
言
解
除
か
ら
わ

後
だ
か
ら
重
点
措
置
で
お
茶
を

濁
す
ん
だ
と
い
う
発
想
は
許
さ

　

′ り ま 万

　　　　　　　　　　　　　　　　

含
む
関
西
圏
で
の
感
染
拡
大

は
、
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る

【ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
＝
畠
山
朋

変
異
Ｌ
た
ウ
イ
ル
ス
も
原
因
と

子
】
英
製
薬
大
手
ア
ス
ト
ラ
ゼ

さ
れ
る
。
政
府
は
東
京
や
京
都

　

ネ
カ
が
開
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

欧
州
連
合
（Ｂ
Ｕ
）の
薬
事
当

局
「欧
州
医
薬
品
庁
（Ｂ
Ｍ
Ａ
）」

は
７
日
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製

態
が
一気
に
進
ん
だ
」と
話
す
。

政
府
は
さ
ら
に
、
重
点
措
置

の
適
用
を
受
け
な
い
地
域
に
つ

い
て
も
、
知
事
か
ら
の
要
請
を

待
た
ず
に
対
象
に
加
え
る
可
能

性
を
探
う
て
い
る
。

管
首
相
は
重
点
措
置
を
「強

力
だ
」
と
し
て
い
る
。
知
事
が

営
業
時
間
短
縮
を
罰
則
付
き
で

命
令
で
き
る
た
め
だ
。
も
っ
と

も
、
国
民
の
間
に
は

「コ
ロ
ナ

慣
れ
」
が
広
が
っ
て
お
り
、
十

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
非
常
に

ま
れ
な
血
栓
の
症
例
と
接
種
が

関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
見
方
を
示
し
た
。
践
Ｍ
Ａ

が
調
べ
た
発
症
例
の
多
く
は
６０

歳
未
満
の
女
性
だ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
、
イ
タ
リ
ア
政

府
は
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
の
接

種
対
象
を
６０
歳
以
上
に
、
フ
ラ

日
、
ご
く
少
数
の
若
年
者
に
血

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
６０
歳
未
満
の

栓
が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
、

３０

女
性
の
死
者
は
、
国
内
で
は
３

歳
未
満
は
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
と

月
末
時
点
で
５３
人
と
、
全
体
の

米
モ
デ
ル
ナ
製
を
接
種
す
る
よ

死
者
数
の
約
ｏ
・
６
％
に
と
ど

う
推
奨
し
た
。
英
国
内
で
ア
ス

ま
る
。
一
方
、
血
栓
症
に
詳
し

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
は
約
２
０
０
０

い
静
岡
社
会
健
康
医
学
大
学
院

大
の
浦
野
哲
盟
副
学
長
は
「接

種
対
象
の
制
限
に
つ
い
て
の
議

論
は
当
然
だ
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
ー

分
な
効
果
を
上
げ
る
保
証
は
な

万
回
接
種
さ
れ
た
が
、
３
月
末

い
。
特
に
都
内
は
飲
食
店
の
数

ま
で
に
７９
人
で
血
栓
が
見
つ
か

が
多
く
、
見
回
り
な
ど
の
対
策

・り
、１９
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
。

を
ど
こ
ま
で
徹
底
で
き
る
か
疑

，
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
は
７
日

間
視
す
る
向
き
も
あ
る
Ｐ

「規
制
当
局
と
積
極
的
に
協
力

一方
、
野
党
は
政
府
の
対
応

し
、
非
常
に
ま
れ
な
症
例
に
つ

が
手
ぬ
る
い
と
し
て
批
判
し
て

い
て
、
考
え
ら
れ
る
仕
組
み
の

い
る
。
立
憲
民
主
党
の
福
山
幹

解
明
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

事
長
は
「宣
言
を
解
除
し
た
直
‐る
」
と
の
声
明
を
出
し
た
。

「日
本
も
制
限
を
」

専
門
家
が
指
摘

専
門
家
か
ら
は
、
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
製
ワ
ク
チ
ン
を
国
内
で

承
認
す
る
場
合
、
接
種
対
象
者

を
制
限
す
る
必
要
性
を
指
摘
す

れ
な
い
」
と
け
ん
制
し
た
。

璽
蟹韻

殉
血
栓
症
例
接
種
制
眼
も
麹
鰯

も
擬
緩
曜
鎚
罷

り

ア
モ
尋
勇
製
伊
な
ど
雷
同
齢
者
の
み
ニ
鴎
欝
穣
繍ｏ

福
島
県
立
医
科
大
の
藤
原
一

ン
ス
は
５５
歳
以
上
、
ベ
ル
ギ
ー

男
教
授
〔神
経
免
疫
学
）
は
「若

は
５６
歳
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
限
定

い
女
性
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
死
亡

す
る
方
針
を
示
し
た
。
他
の
Ｅ

リ
ス
ク
が
低
い
。
‐他
社
製
の
ワ

Ｕ
加
盟
国
も
今
後
、
同
様
の
対

ク
チ
ン
の
確
保
を
待
っ
て
、
接

応
を
取
る
と
み
ら
れ
る
。

・

種
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
よ

英
医
薬
品
規
制
当
局
も
７

い
の
で
は
Ｌ
と
提
案
す
る
。
新

量
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
」
と

指
摘
す
る
。

日
本
政
府
は
同
社
と
１
億
２

０
０
０
万
回
分

（６
０
０
０
万

人
分
）
の
ワ
ク
チ
ン
を
購
入
す

る
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
大
半

は
国
内
で
製
造
さ
れ
る
。
早
け

れ
ば
今
年
５
月
に
も
承
認
さ
－

れ
、
中
核
的
な
ワ
ク
チ
ン
の
－

つ
と
な
る
見
込
み
だ
。


